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(57)【要約】
【課題】画像の表示においてエッジ補正による消費電力
の増大を抑制する。
【解決手段】画像信号処理方法は、１つのフィールド期
間(F(m))における複数の期間の中の第１の期間(SF1)に
、複数の色成分(RGB)の中の第１の色成分(B)の第１の元
の画像信号(Fb(m))を表示用出力端子(404)に供給し、第
２の期間に、第１の元の画像信号をエッジ補正した補正
画像信号(Fbe(m))を表示用出力端子に供給し、第１の期
間に、第２の色成分(R)の第２の元の画像信号(Fr(m))と
第３の色成分(G)の第３の元の画像信号(Fg(m))とを表示
用出力端子に供給し、第２の期間において第２と第３の
色成分の画像信号の供給を抑制する。
【選択図】図１２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　制御部が、
　連続的な複数の期間を含む１つのフィールド期間における前記複数の期間の中の第１の
期間に、複数の色成分の中の第１の色成分の第１の元の画像信号を表示用の出力端子に供
給し、
　前記複数の期間における第２の期間に、前記第１の元の画像信号をエッジ補正した補正
画像信号を前記表示用の出力端子に供給し、
　前記第１の期間に、前記複数の色成分の中の第２の色成分の第２の元の画像信号と、前
記複数の色成分の中の第３の色成分の第３の元の画像信号とを前記表示用の出力端子に供
給し、
　前記第２の期間において、前記複数の色成分の中の前記第２と第３の色成分の画像信号
の供給を抑制すること
を特徴とする、画像信号処理装置における画像信号処理方法。
【請求項２】
　前記制御部が、さらに、前記第２の期間において、前記表示用の出力端子に結合される
表示装置における前記第２と第３の色成分の画像信号用の表示電極への信号路のインピー
ダンスを高くする制御信号を、前記表示装置を制御するための出力端子に供給することを
特徴とする、請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記制御部が、さらに、
　第１の画像処理部をイネーブルして前記第１の画像処理部から前記第１の元の画像信号
と前記元の画像信号を受け取り、
　第２の画像処理部をイネーブルして前記第２の画像処理部から前記第２の元の画像信号
を受け取り、前記第２の画像処理部が前記第２の元の画像信号を生成しないとき前記第２
の画像処理部をディセーブルし、
　第３の画像処理部をイネーブルして前記第３の画像処理部から前記第３の元の画像信号
を受け取り、前記第３の画像処理部が前記第３の元の画像信号を生成しないとき前記第３
の画像処理部をディセーブルすること、
を特徴とする、請求項１または２に記載の画像信号処理方法。
【請求項４】
　前記制御部が、さらに、前記複数の期間における第３の期間に、前記第１の元の画像信
号をエッジ補正した別の補正画像信号を前記表示用の出力端子に供給し、前記複数の色成
分の中の前記第２と第３の色成分の画像信号の供給を抑制することを特徴とする、請求項
１乃至３のいずれかに記載の画像信号処理方法。
【請求項５】
　画像処理部と、
　表示用の出力端子と、
　連続的な複数の期間を含む１つのフィールド期間における前記複数の期間の中の第１の
期間に、複数の色成分の中の第１の色成分の第１の元の画像信号を前記画像処理部から受
け取って前記表示用の出力端子に供給し、前記複数の期間における第２の期間に、前記第
１の元の画像信号をエッジ補正した補正画像信号を前記画像処理部から受け取って前記表
示用の出力端子に供給し、前記第１の期間に、前記複数の色成分の中の第２の色成分の第
２の元の画像信号を前記画像処理部と、前記複数の色成分の中の第３の色成分の第３の元
の画像信号とを前記画像処理部から受け取って前記表示用の出力端子に供給し、前記第２
の期間において、前記複数の色成分の中の前記第２と第３の色成分の画像信号の供給を抑
制する制御部と、
を含むことを特徴とする、情報処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、画像処理に関し、特に、画像のエッジ補正のための画像処理に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、パーソナル・コンピュータ（ＰＣ）、情報処理端末、携帯電話機、ディジタル
・カメラ、等の画像を表示する装置では、画像の輪郭またはエッジ部分における輝度、明
度または濃度勾配を急峻にして画像を先鋭化（シャープ）にする処理を施すことができる
。そのために、元の画像データを２次微分フィルタで濾波して得られたエッジ・データを
、元の画像データと合成（加算または減算）することができる。
【０００３】
　既知の或る画像処理装置において、ラプラシアン・フィルタが、入力画像信号のエッジ
信号を強調化して検出する。強調化されたエッジ信号のエッジ成分は、平滑化回路で平滑
化される。平滑化回路の出力信号と入力画像信号とは、加算回路で加算され出力信号とな
る。平滑化されたエッジ信号が入力信号に加算されるので、入力画像信号の滑らかなエッ
ジ強調化の処理が可能となる。
【０００４】
　既知の或る画像処理装置において、端子に入力された静止画の画像データ（輝度データ
）は、ラプラシアン・フィルタに供給され、ここで画像処理をする注目画素と、これを中
心とする上下左右の画素にラプラシアン係数が乗じられる。このラプラシアン係数は、例
えば注目画素の値が最大値であり、注目画素の上下左右の計４画素だけでなく、斜め左上
、斜め左下、斜め右上及び斜め左上の計４画素の各値がそれぞれ“－１”であり、エッジ
を強調する。これにより、自然なエッジ強調が行え、また、階段状パターンで起こる交互
の濃淡パターンの濃淡差を縮小できるので、ジャギの発生を抑えることができる。
【０００５】
　既知の或るエッジ強調処理装置は、画像信号の供給端に結合され画像信号の画像エッジ
の存在を示す第１の信号を出力端に出力するエッジ検出部を含んでいる。そのエッジ強調
処理装置は、さらに、供給端に結合され画像エッジに関するマッハ効果の程度を示す第２
の信号を出力端に出力するマッハ判定部と、供給端と、エッジ検出部の出力端と、エッジ
強調部と、を含んでいる。そのエッジ強調部は、マッハ判定部の出力端に結合され第１の
信号と第２の信号に応じて画像信号の明度の変化量及び彩度の変化量を決定し、決定され
た明度の変化量及び彩度の変化量に応じて明度及び彩度の少なくとも一方を変化させるこ
とによりエッジ強調処理を施した画像信号を出力する。それによって、液晶ディスプレイ
の応答速度を改善することができる。
【０００６】
　既知の或る陰極線管表示装置は、輪郭補正信号によって輪郭補正をすることができる輪
郭補正回路と、色補正信号によって色信号の増幅度を変更することができる映像増幅回路
とを具備する。その表示装置は、記憶回路に記憶された各パラメータに基づいて、輪郭補
正信号および色補正信号を生成してその輪郭補正回路並びに映像増幅回路に供給する。そ
の輪郭補正信号および色補正信号は制御回路においてレベル調整される。それによって、
加齢に伴う視覚機能の低下が適正に補正され、高齢者にとって視認し易い映像を再生する
ことができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開平０９－２００５３０号公報
【特許文献２】特開２００６－２７０４２１号公報
【特許文献３】特開２００１－３３３２７８号公報
【特許文献４】特開平１１－２８５０２２号公報
【非特許文献】
【０００８】
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【非特許文献１】水野ほか、豊田中央研究所Ｒ＆Ｄレビュー、Ｖｏｌ．３３、Ｎｏ．３、
１９９８．９
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　エッジ強調のために異なる２つのラプラシアン・フィルタの出力のうちの大きい出力を
元の画像に重畳して合成画像を生成し、その合成画像を表示装置に表示することが知られ
ている。
【００１０】
　発明者は、エッジ補正のために、元の画像とそのエッジ補正された画像とを時分割的に
表示して、観察者の脳内で視覚的に合成することができる、と認識した。一方、発明者は
、エッジ補正のために、例えば３原色のような全ての色成分について、元の画像とそのエ
ッジ補正された画像を時分割的に表示すると、画像が時間的に大きく変化し、例えば液晶
表示装置のような表示装置において消費電力が大きくなる、と認識した。
【００１１】
　発明者は、例えば青色のような特定の色成分についてだけエッジ補正された画像を時分
割的に表示すると、例えば液晶表示装置のような表示装置において消費電力の増大が抑制
され、それにもかかわらず或る観察者の視覚特性に対して充分なエッジ補正の効果が得ら
れる、と認識した。
【００１２】
　本発明の実施形態の目的は、画像の表示においてエッジ補正による消費電力の増大を抑
制することである。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　実施形態の一観点によれば、画像信号処理装置における画像信号処理方法において、制
御部が、連続的な複数の期間を含む１つのフィールド期間におけるその複数の期間の中の
第１の期間に、複数の色成分の中の第１の色成分の第１の元の画像信号を表示用の出力端
子に供給し、その複数の期間における第２の期間に、その第１の元の画像信号をエッジ補
正した補正画像信号をその表示用の出力端子に供給し、その第１の期間に、その複数の色
成分の中の第２の色成分の第２の元の画像信号と、その複数の色成分の中の第３の色成分
の第３の元の画像信号とをその表示用の出力端子に供給し、その第２の期間において、そ
の複数の色成分の中のその第２と第３の色成分の画像信号の供給を抑制する、画像信号処
理方法が提供される。
【発明の効果】
【００１４】
　実施形態の一観点によれば、画像の表示においてエッジ補正による消費電力の増大を抑
制することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】図１は、実施形態による、時分割的なエッジ補正を行う機能を有する情報処理装
置の概略的構成の例を示している。
【図２】図２Ａは、元のフィールド画像の時間的順序の例を示している。図２Ｂ～２Ｄは
、図１の実施形態におけるエッジ補正回路によって供給される各色成分の画像信号の時分
割フィールドの時間的順序の例を示している。
【図３】図３は、３×３画素のマスクのラプラシアン・フィルタを用いたエッジ補正され
た画像に対する観察者の視神経の刺激応答の例を示している。
【図４】図４は、異なるサイズのマスクの２つ以上のラプラシアン・フィルタによるそれ
ぞれのエッジ補正された画像に対する観察者の視神経の刺激応答の例を示している。
【図５】図５は、図１または他の実施形態による、調整されたエッジ補正による画像の望
ましい補正の例を示している。
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【図６Ａ】図６Ａは、３×３画素のサイズのマスクを有するラプラシアン・フィルタの係
数マトリックスの例を示している。
【図６Ｂ】図６Ｂは、５×５画素のサイズのマスクを有するラプラシアン・フィルタの係
数マトリックスの例を示している。
【図６Ｃ】図６Ｃは、７×７画素のサイズのマスクを有するラプラシアン・フィルタの係
数マトリックスの例を示している。
【図６Ｄ】図６Ｄは、９×９画素のサイズのマスクを有するラプラシアン・フィルタの係
数マトリックスの例を示している。
【図７】図７は、実施形態による、複数の色成分用の時分割的なエッジ補正を行う機能を
有する情報処理装置および表示装置または表示器の概略的構成の例を示している。
【図８】図８は、図７のソース電極ドライバの概略的構成の例を示している。
【図９】図９は、図７の液晶パネルの概略的構成の例を示している。
【図１０】図１０は、図９のｎ本のゲート電極とｍ本のソース電極の交差部に結合された
ｎ×ｍ個のＦＥＴの一部の結合の例を示している。
【図１１】図１１Ａは、元のフィールド画像の時間的順序の例を示している。図１１Ｂ～
１１Ｄは、図１および７～１０の実施形態におけるエッジ補正回路によって供給される高
齢者用の各色成分の画像信号の時分割フィールドの時間的順序の例を示している。
【図１２】図１２Ａは、連続するサブフィールド期間においてゲート電極ドライバによっ
てゲート電極に印加されるパルス電圧の例を示している。図１２Ｂ～１２Ｄは、連続する
サブフィールド期間においてソース電極ドライバによってソース電極に印加されるパルス
電圧の例を示している。
【図１３】図１３は、別の実施形態による、時分割的なエッジ補正を行う機能を有する情
報処理装置の概略的構成の例を示している。
【図１４】図１４Ａは、元のフィールド画像の時間的順序の例を示している。図１４Ｂ～
１４Ｄは、図１３および７～１０の実施形態におけるエッジ補正回路によって供給される
各色成分の画像信号の時分割フィールドの時間的順序の別の例を示している。
【図１５】図１５Ａは、連続するサブフィールド期間においてゲート電極ドライバによっ
てゲート電極に印加されるパルス電圧の例を示している。図１５Ｂ～１５Ｄは、連続する
サブフィールド期間においてソース電極ドライバによってソース電極に印加されるパルス
電圧の例を示している。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　発明の目的および利点は、請求の範囲に具体的に記載された構成要素および組み合わせ
によって実現され達成される。
　前述の一般的な説明および以下の詳細な説明は、典型例および説明のためのものであっ
て、本発明を限定するためのものではない、と理解される。
【００１７】
　本発明の非限定的な実施形態を、図面を参照して説明する。図面において、同様のコン
ポーネントおよび素子には同じ参照番号が付されている。
【００１８】
　例えば液晶表示装置のような表示装置において、観察者の視野の中心（角度０度）にお
いて輝度が例えばレベル０から４０にステップ状に変化するエッジの画像を観察者が見た
場合、その観察者のエッジ画像に対する視神経の刺激応答の大きさは年齢に応じて異なる
。
【００１９】
　例えば２０才の観察者は、そのような画像上の視野の角度－８度において負の応答値を
示し、角度０度付近で正方向に応答が急激に変化し、角度２度付近で最大の正の応答値を
示す。一方、例えば６０才の観察者では、それらの視野の角度において正と負の値ともに
視神経の刺激応答が小さく、その応答の振幅は概して２０才の観察者の約３分の１である
。これは、６０才の観察者は、２０才の観察者と比較すると、輝度が急激に変化するエッ
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ジがぼやけて見えることを意味する。従って、発明者は、高齢者が表示画像を観察する場
合に、若年者との比較上の高齢者の視神経の刺激応答の低下を、広い視野角度について補
償することが望ましい、と認識した。
【００２０】
　例えば、パーソナル・コンピュータで作業するときの作業標準によれば、人間の目から
表示装置までの距離を４０ｃｍとすることが推奨されている。また、パーソナル・コンピ
ュータに用いられている表示装置の画素のピッチは、一般的に約０．２６ｍｍである。こ
の１画素分の視野は、人間の視野角度に換算すると角度４．４分に対応する。
【００２１】
　例えば３×３画素のマスク・サイズの１つのラプラシアン・フィルタを用いて画像を補
正すると、その補正画像は、エッジの両側各１画素（合計２画素）にわたってエッジの度
合いが強調される。それによって、人間の視覚的なマッハ効果を増強するようにそのエッ
ジ付近の画像の輝度が補正される。しかし、高齢者と若年者の視神経刺激に対する反応の
差は、実際には視野の中心１画素のみで生じるのでなく、３画素以上にわたって生じる。
それにもかかわらず、エッジを中心としてエッジから１画素分に対応する±０．５度より
広い角度範囲では、エッジの度合いが強調されない。従って、高齢者に対しては、画像の
充分なエッジ補正の効果を提供することができない。
【００２２】
　一方、単純にエッジ強調の度合いを大きくすると、エッジをより明瞭にする効果はある
が、同時に人間の視覚ではそれがノイズとしても認識されるので、画質劣化が生じること
がある。例えば、エッジ強調の度合いが大き過ぎると、エッジの両側に本来存在しない明
るい直線と暗い直線が、視覚的に偽画像、アーティファクト（不自然さ）またはノイズと
して出現することがある。
【００２３】
　さらに、例えば７×７画素のようなより大きいマスク・サイズの１つのラプラシアン・
フィルタを用いて画像を補正すると、その補正画像は、エッジ付近では振幅が小さく、エ
ッジから両側にそれぞれ２～３画素分離れた位置付近において補正量のピークが生じる。
従って、先鋭なエッジ補正が得られない。
【００２４】
　このように、若年者と高齢者におけるエッジ画像に対する視神経の刺激応答の特性は異
なり、単一のラプラシアン・フィルタを用いても、高齢者にとってエッジ部分における充
分なエッジ補正は得られない。発明者は、異なる複数のラプラシアン・フィルタを用いれ
ば、高齢な観察者にとってエッジ部分における充分なエッジ補正が得られる、と認識した
。
【００２５】
　また、高齢者の色覚特性について、特に青色に対する識別力が低下することが知られて
いる。発明者は、特に青色に対して異なる複数のラプラシアン・フィルタを用いれば、高
齢な観察者にとってエッジ部分における充分なエッジ補正が得られる、と認識した。
【００２６】
　図１は、実施形態による、時分割的なエッジ補正を行う機能を有する情報処理装置１４
の概略的構成の例を示している。
【００２７】
　情報処理装置１４は、画像信号処理装置であってもよく、表示装置または表示器３００
に結合される。情報処理装置１４は、表示装置３００を含む表示装置であってもよい。情
報処理装置１４は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）、主記憶装置、ハードディスク
ドライブ、半導体メモリ、バス、入力装置、出力装置、通信インタフェース、記録媒体読
み取り用のドライブ、等を含むコンピュータまたは装置であってもよい。情報処理装置１
４は、例えばパーソナル・コンピュータ（ＰＣ）、情報処理端末、携帯電話機、ディジタ
ル・カメラのような、画像を処理し表示する装置であってもよい。表示装置３００は、例
えば、液晶表示装置および有機ＥＬ表示装置のようなホールド型表示装置を用いることが
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好ましい。情報処理装置１４は、上位の第１の制御部１００、メモリ１０１、エッジ補正
用の第２の制御部１０２、メモリ１０４、入力装置１０８、画像処理部の一部としてのエ
ッジ補正回路又はエッジ強調回路２０３、および表示用のフィールド・メモリ３１２を含
んでいる。入力装置１０８は、例えば、キーボードおよびポインティング・デバイスであ
ってもよい。
【００２８】
　制御部１００は、例えば集積回路として実装された専用のプロセッサであっても、また
はメモリ１０１に格納されたプログラムに従って動作するものであってもよい。制御部１
０２およびエッジ補正回路２０３は、例えば集積回路として実装された専用のプロセッサ
であっても、またはメモリ１０４に格納されたプログラムに従って動作するものであって
もよい。それらのプログラムは、例えば、ＣＤ－ＲＯＭまたはＤＶＤディスク、ＵＳＢメ
モリ等の可搬型記録媒体、フラッシュメモリ等の半導体メモリ、ハードディスクドライブ
のようなコンピュータ読み取り可能な記録媒体に格納されてもよい。
【００２９】
　１つの画像（ピクチャ）は、１フレーム期間で構成されており、プログレッシブ型走査
では１フレームが１つのフィールドを含み、インターレース型走査では１フレームが例え
ば２つのフィールドを含んでいる。この明細書において、フィールド画像について説明す
るが、フレーム画像についても同様に説明できる。また、フィールド・メモリの代わりに
フレーム・メモリを用いてもよい。
【００３０】
　エッジ補正回路２０３は、３つの色成分または各色成分について、フィールド・メモリ
２１２、２つの２次元のラプラシアン（∇２）フィルタ２２２および２２４、それぞれの
フィールド・メモリまたは複数ライン・メモリ２４２および２４４、それぞれの乗算器２
６２および２６４を含んでいる。エッジ補正回路２０３は、さらに、マルチプレクサまた
はセレクタ２７８、および加算器または総和器（Σ）２８０、およびマルチプレクサまた
はセレクタ２８２を含んでいる。
【００３１】
　ラプラシアン・フィルタ２２２は、例えば３×３画素（ピクセル）または５×５画素の
ような小さいサイズのマスクを有していてもよい。ラプラシアン・フィルタ２２４は、ラ
プラシアン・フィルタ２２２のものより大きいサイズ、例えば５×５画素、７×７画素ま
たは９×９画素のサイズのマスクを有していてもよい。制御部１０２の少なくとも一部の
機能は、エッジ補正回路２０３に含まれるように変形してもよい。乗算器２６２および２
６４は、入力値に係数αおよびβを乗算する。
【００３２】
　制御部１０２は、ユーザによる入力装置１０８の操作に従って、各色成分について、１
フィールド以上の元の画像信号Ｆ（ｍ）、Ｆ（ｍ＋１）、Ｆ（ｍ＋２）、．．．をフィー
ルド・メモリ２１２に順次供給する。入力された元の画像信号は、動画像であっても、ま
たは静止画像であってもよい。入力された元の画像信号は、情報処理装置１４内で生成さ
れたものであっても、またはリムーバブル記憶装置または外部装置から、またはネットワ
ーク（図示せず）を介して情報処理装置１４の例えばメモリ１０１に読み込まれたもので
あってもよい。
【００３３】
　フィールド・メモリ２１２はラプラシアン・フィルタ２２２および２２４の入力に結合
されている。ラプラシアン・フィルタ２２２の出力はフィールド・メモリまたは複数ライ
ン・メモリ２４２に結合されている。ラプラシアン・フィルタ２２４の出力はフィールド
・メモリまたは複数ライン・メモリ２４４に結合されている。フィールド・メモリ２４２
は乗算器２６２の入力に結合されている。フィールド・メモリ２４４は乗算器２６４の入
力に結合されている。
【００３４】
　乗算器２６２および２６４の出力はマルチプレクサ２７８のそれぞれの入力に結合され
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ている。マルチプレクサ２７８の出力は加算器２８０の１つの入力に結合されている。フ
ィールド・メモリ２１２は、加算器２８０の別の入力に結合されている。
【００３５】
　加算器２８０の出力はマルチプレクサ２８２の１つの入力に結合されている。フィール
ド・メモリ２１２はマルチプレクサ２８２の別の入力にも結合されている。マルチプレク
サ２８２の出力はフィールド・メモリ３１２に結合されている。
【００３６】
　制御部１００は、メモリ１０１、制御部１０２、入力装置１０８、フィールド・メモリ
３１２および表示装置３００に、バスまたは制御線１０５を介して制御信号を供給する。
制御部１０２は、メモリ１０４、およびエッジ補正回路２０３（要素２１２、２２２～２
６４、２７８、２８０および２８２）に、バスまたは制御線１０３を介して制御信号を供
給する。
【００３７】
　制御部１０２は、制御部１００を介したユーザによる入力装置１０８の操作に従って、
ラプラシアン・フィルタ２２２および係数マトリックス、および乗算係数αおよびβを決
定しまたは選択することができる。ユーザによって入力された年齢を表す値に応じて、制
御部１００は、制御部１０２にその年齢に適した乗算係数αおよびβが決定または選択さ
せてもよい。
【００３８】
　エッジ補正回路２０３において、ラプラシアン・フィルタ２２２は、各色成分について
、フィールド・メモリ２１２から各１フィールドの画像データＦ（ｍ）、Ｆ（ｍ＋１）、
Ｆ（ｍ＋２）、．．．を順次読み込む。ラプラシアン・フィルタ２２２は、例えば３×３
画素のようなマトリックスの画素データに、対応するサイズのマスクの係数マトリックス
を乗算することによって、そのマトリックスの画素データを空間的２次元濾波またはフィ
ルタ処理する。その係数マトリックスは、設計者またはユーザによって決定または選択さ
れてもよい。
【００３９】
　ラプラシアン・フィルタ２２２は、各フィールド期間Ｆ（ｍ）に、各色成分について、
その濾波済みのエッジ強調画素データをフィールド・メモリ２４２に格納する。乗算器２
６２は、各色成分について、フィールド・メモリ２４２からライン順次でその画素データ
を読み出して、そのデータの値に係数αを乗算し、その乗算値（積）をエッジ強調データ
としてマルチプレクサ２７８の１つの入力に供給する。その係数αは、設計者またはユー
ザによって決定または選択されてもよい。
【００４０】
　同様に、ラプラシアン・フィルタ２２４は、各色成分について、フィールド・メモリ２
１２から各フィールドの画像データＦ（ｍ）、Ｆ（ｍ＋１）、Ｆ（ｍ＋２）、．．．を順
次読み込む。ラプラシアン・フィルタ２２４は、例えば５×５画素、７×７画素または９
×９画素単位のような相対的に大きいマトリックスの画素データに、対応するサイズのマ
スクの係数マトリックスを乗算することによって、そのマトリックスの画素データを空間
的２次元濾波またはフィルタ処理する。その係数マトリックスは、設計者またはユーザに
よって決定または選択されてもよい。
【００４１】
　ラプラシアン・フィルタ２２４は、各フィールド期間Ｆ（ｍ）に、各色成分について、
その濾波済みのエッジ強調画素データをフィールド・メモリ２４４に格納する。乗算器２
６４は、各色成分について、フィールド・メモリ２４４からライン順次でその画素データ
を読み出して、そのデータの値に係数βを乗算し、その乗算値（積）をエッジ強調データ
としてマルチプレクサ２７８の別の入力に供給する。その係数βは、設計者またはユーザ
によって決定または選択されてもよい。
【００４２】
　例えば１フィールドの画像データ中の青色（Ｂ）のような１つの色成分についてだけ、
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ラプラシアン・フィルタ２２２および２２４が、エッジ強調のための濾波を行ってもよい
。代替形態として、他の色成分と比較して例えば青色（Ｂ）のような１つの色成分に対し
て、ラプラシアン・フィルタ２２２および２２４は、より大きい乗算係数（α、β）を乗
算することによって、エッジ強調のための濾波を行ってもよい。それによって、例えば高
齢者の観察者にとってより適したエッジ補正された画像表示が得られる。若年者の観察者
に対しては、エッジ補正しなくてもよい。
【００４３】
　マルチプレクサ２７８は、フィールド期間Ｆ（ｍ）に、各色成分について、乗算器２６
２および２６４の出力から対応する入力に供給された異なる形態でエッジ強調された画像
信号のフィールドを交互にまたは循環的に選択して、加算器２８の１つの入力に供給する
。
【００４４】
　一方、制御部１０２は、フィールド期間Ｆ（ｍ）に、各同じ色成分について、フィール
ド・メモリ２１２から元の画像データＦ（ｍ）の画素データを加算器２８０の別の入力に
供給する。
【００４５】
　加算器２８０は、マルチプレクサ２７８（即ち乗算器２６２と２６４の一方）の出力お
よびフィールド・メモリ２１２から、各同じ色成分について、同じフィールドＦ（ｍ）に
おける互いに対応する画素位置の２つの画素データを加算して、異なる形態でエッジ強調
された画素データを時分割的に生成する。加算器２８０は、そのエッジ強調された画素デ
ータを時分割的に順にマルチプレクサ２８２の１つの入力に供給する。
【００４６】
　一方、制御部１０２は、各同じ色成分について、フィールド・メモリ２１２からの元の
画像信号のフィールドをマルチプレクサ２８２の別の入力に供給する。マルチプレクサ２
８２は、加算器２８０の出力から供給された異なる形態でエッジ強調された画像信号の交
互のまたは循環的なフィールドと、フィールド・メモリ２１２からの元の画像信号のフィ
ールドとを交互にまたは循環的に選択して、フィールド・メモリ３１２に供給する。
【００４７】
　そのエッジ強調された画素データは、係数β＝０の場合、若年者に適した形態のもので
ある。そのエッジ強調された画素データは、係数β＞０の場合、高齢者により適した形態
のものである。
【００４８】
　フィールド・メモリ３１２は、制御部１０２の制御の下で、マルチプレクサ２８２から
受け取った各フィールド・データをデータ線２９２を介して表示装置３００に順次供給す
る。
【００４９】
　要素２２４～２６４の直列接続回路に加えて、ラプラシアン・フィルタ２２４に対応す
る異なるサイズのマスクを有するラプラシアン・フィルタ、別のフィールド・メモリおよ
び別の乗算器の複数組の直列接続回路を、要素２２２～２６２の直列接続回路と並列に接
続してもよい。即ち、互いに異なるサイズのマスクを有するラプラシアン・フィルタを含
む複数（例えば、３または４個）の直列接続回路を、マルチプレクサ２７８の対応する入
力に接続してもよい。
【００５０】
　表示装置３００は、フィールド・メモリ３１２からの画像信号の交互のまたは循環的な
フィールドに従って、高齢者により適した形態でエッジ強調されたそのフィールド画像を
表示する。その結果、元のフィールド画像と、ラプラシアン・フィルタ２２２によってエ
ッジ強調されたフィールド画像と、ラプラシアン・フィルタ２２４によってエッジ強調さ
れたフィールド画像とが時分割的に循環的に表示される。それによって、人の脳で視覚的
に合成された時分割の画像は、高齢者により適した形態のものとなる。時分割的なエッジ
補正を行うことによって、画像処理において画像の或る色成分に対してだけ追加的なエッ
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ジ補正を施すことができ、追加的な処理負荷を小さくすることができる。
【００５１】
　図２Ａは、元のフィールド画像Ｆ（ｍ）、Ｆ（ｍ＋１）、Ｆ（ｍ＋２）、．．．の時間
的順序の例を示している。図２Ｂ～２Ｄは、図１の実施形態におけるエッジ補正回路２０
３によって供給される各色成分の画像信号の時分割サブフィールドの時間的順序の例を示
している。
【００５２】
　図２Ｂを参照すると、表示装置３００によって、赤色について、元のフィールド画像Ｆ
（ｍ）に対して、サブフィールド期間ＳＦ１において元のフィールド画像Ｆｒ（ｍ）、サ
ブフィールド期間ＳＦ２においてエッジ強調されたフィールド画像Ｆｒｅ（ｍ）、サブフ
ィールド期間ＳＦ３において別のエッジ強調されたフィールド画像Ｆｒｅ（ｍ）’が表示
される。それと並行して、図２Ｃを参照すると、表示装置３００によって、緑色について
、サブフィールド期間ＳＦ１、ＳＦ２、ＳＦ３において、それぞれ、元のフィールド画像
Ｆｇ（ｍ）、エッジ強調されたフィールド画像Ｆｇｅ（ｍ）、別のエッジ強調されたフィ
ールド画像Ｆｇｅ（ｍ）’が表示される。それと並行して、図２Ｄを参照すると、表示装
置３００によって、青色について、サブフィールド期間ＳＦ１、ＳＦ２、ＳＦ３において
、それぞれ、元のフィールド画像Ｆｂ（ｍ）、エッジ強調されたフィールド画像Ｆｂｅ（
ｍ）、別のエッジ強調されたフィールド画像Ｆｂｅ（ｍ）’が表示される。
【００５３】
　同様に、図２Ｂを参照すると、表示装置３００によって、赤色について、次の元のフィ
ールド画像Ｆ（ｍ＋１）に対して、サブフィールド期間ＳＦ１、ＳＦ２、ＳＦ３において
、それぞれ、元のフィールド画像Ｆｒ（ｍ＋１）、エッジ強調されたフィールド画像Ｆｒ
ｅ（ｍ＋１）、別のエッジ強調されたフィールド画像Ｆｒｅ（ｍ＋１）’が表示される。
それと並行して、図２Ｃを参照すると、表示装置３００によって、緑色について、サブフ
ィールド期間ＳＦ１、ＳＦ２、ＳＦ３において、それぞれ、元のフィールド画像Ｆｇ（ｍ
＋１）、エッジ強調されたフィールド画像Ｆｇｅ（ｍ＋１）、別のエッジ強調されたフィ
ールド画像Ｆｇｅ（ｍ＋１）’が表示される。それと並行して、図２Ｄを参照すると、表
示装置３００によって、青色について、次の元のフィールド画像Ｆ（ｍ＋１）に対して、
サブフィールド期間ＳＦ１、ＳＦ２、ＳＦ３において、それぞれ、元のフィールド画像Ｆ
ｂ（ｍ＋１）、エッジ強調されたフィールド画像Ｆｂｅ（ｍ＋１）、別のエッジ強調され
たフィールド画像Ｆｂｅ（ｍ＋１）’が表示される。
【００５４】
　さらに次の元のフィールド期間Ｆ（ｍ＋２）についても、同様である。
【００５５】
　図２Ｂ～２Ｄのように１フィールド期間Ｆ（ｍ）に元の画像のサブフィールド期間ＳＦ
１および２つの補正サブフィールド期間ＳＦ２、ＳＦ３を含む場合、例えば３×３画素お
よび７×７画素のサイズのマスクに対して係数αおよびβの値は、例えばα＝１．２およ
びβ＝０．３であってもよい。この場合、３つのサブフィールド期間ＳＦ１～ＳＦ３にお
いて視覚的に平均されて、１サブフィールド期間当たり視覚的にα＝０．４およびβ＝０
．１と同様の補正効果が得られる。また、１フィールド期間Ｆ（ｍ）に元の画像のサブフ
ィールド期間ＳＦ１および１つの補正サブフィールド期間ＳＦ２を含む場合には、例えば
３×３画素および７×７画素のサイズのマスクに対して係数αおよびβの値は、例えばα
＝０．８およびβ＝０．２であってもよい。この場合、２つのサブフィールド期間ＳＦ１
、ＳＦ２において視覚的に平均されて、１サブフィールド期間当たり視覚的にα＝０．４
およびβ＝０．１と同様の補正効果が得られる。
【００５６】
　また、例えば、視覚的に平均化された乗算係数αは、４０才のユーザに対して０．４と
決定され、５０才のユーザに対して０．３５と決定され、６０才のユーザに対して０．３
と決定されてもよい。例えば、視覚的に平均化された乗算係数βは、４０才のユーザに対
して０と決定され、５０才のユーザに対して０．０５と決定され、６０才のユーザに対し
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て０．１と決定されてもよい。
【００５７】
　３以上の異なるサイズのマスクを有するラプラシアン・フィルタが用いられる場合には
、各色成分について、元のフィールド画像およびラプラシアン・フィルタによってエッジ
強調された３以上のフィールド画像が４以上のサブフィールド期間に表示装置３００に循
環的に順次表示される。
【００５８】
　図３は、３×３画素のマスクのラプラシアン・フィルタ２２２を用いたエッジ強調され
た画像に対する観察者の視神経の刺激応答（強度）の例を示している。図３において、実
線で示された線ＰＯは、視野角度０度において左から右の正方向に強度０から４０にステ
ップ状に変化する明るさのエッジを表す元の画像の例を示している。
【００５９】
　大きい振幅の実線で示された曲線Ｒ２０は、エッジ強調されていないエッジ画像に対す
る２０才の観察者の視神経の刺激応答（強度）の例を示している。小さい振幅の実線で示
された曲線Ｒ６０は、エッジ強調されていないエッジ画像に対する６０才の観察者の視神
経の刺激応答（強度）の例を示している。図３において、視神経の刺激応答は、相対的な
強度の変化を表すものであって、画像ＰＯの強度と同じ尺度で示されているものではない
。
【００６０】
　破線で示された第１のエッジ強調の線ＥＥ１は、元の画像ＰＯの強度に重畳された、３
×３画素のマスクのラプラシアン・フィルタ２２２および乗算器２６２によって生成され
るエッジ強調の強度の例を示している。大きい振幅の実線で示された曲線Ｒｅ２０は、３
×３画素のマスクのラプラシアン・フィルタ２２２によってエッジ強調された画像に対す
る２０才の観察者の視神経の刺激応答（強度）を、理想的な応答の例として示している。
小さい振幅の実線で示された曲線Ｒｅ６０は、３×３画素のマスクのラプラシアン・フィ
ルタ２２２によってエッジ強調された画像に対する６０才の観察者の視神経の刺激応答（
強度）を、補償される応答の例として示している。
【００６１】
　エッジ強調ＥＥ１によって補正されたエッジ画像に対する６０才の観察者の視神経の刺
激応答Ｒｅ６０は、２０才の観察者のまたは理想的な応答Ｒｅ２０より小さく、エッジ強
調の度合いが不充分である。
【００６２】
　図４は、異なるサイズのマスクの２つ以上のラプラシアン・フィルタ２２２、２２４、
．．．によるそれぞれのエッジ補正された画像に対する観察者の視神経の刺激応答（強度
）の例を示している。
【００６３】
　図４において、二点鎖線および一点鎖線で示された第２のエッジ強調の線ＥＥ２および
ＥＥ２’は、元の画像ＰＯの強度に重畳された、７×７画素のマスクのラプラシアン・フ
ィルタ２２４におよび乗算器２６４よって生成されるエッジ強調の異なる強度の例を示し
ている。
【００６４】
　３×３画素のマスクのラプラシアン・フィルタ２２２を用いると、エッジの両側の合計
２画素（ＰＩＸ）分しかエッジ強調が得られない。一方、例えば７×７画素のマスクのラ
プラシアン・フィルタ２２４ではエッジの両側の合計２画素分のエッジ強調の度合いは小
さいが、エッジの両側の合計６画素分のエッジ強調が得られる。従って、異なるマスク・
サイズの２種類のラプラシアン・フィルタ２２２および２２４の出力データに適切な重み
係数（α、β）を乗じて、それらの乗算値（積）を元の画像データに加算することによっ
て、高齢者にとって適したエッジ強調が得られる。
【００６５】
　図５は、図１または他の実施形態（図１３）による、調整されたエッジ強調による画像
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の望ましい補正の例を示している。
【００６６】
　図５において、一点鎖線で示された第２のエッジ強調ＥＥ３は、元の画像ＰＯの強度に
重畳された、７×７画素のマスクのラプラシアン・フィルタ２２４によって生成され乗算
器２６４によって乗算係数βが乗算されたエッジ強調の別の強度の例を示している。この
場合、第２のエッジ強調ＥＥ３は、乗算器２６４の乗算係数βによって適切に調整されて
いる。点線で示された線ＥＥＣは、元の画像ＰＯの強度に重畳された、第１のエッジ強調
ＥＥ１と第２のエッジ強調ＥＥ３の合成されたエッジ強調の強度を示している。
【００６７】
　合成されたエッジ強調ＥＥＣによって、補正されたエッジ画像に対する６０才の観察者
の視神経の刺激応答は、２０才の観察者のまたは理想的な応答Ｒｅ２０に近似したものに
補償される（図示せず）。また、それによって、高齢者の視覚特性に応じて、単一のエッ
ジ強調によって発生し得る偽画像、アーティファクトまたはノイズを抑制することができ
る。
【００６８】
　図６Ａ～６Ｄは、それぞれ３×３画素、５×５画素、７×７画素および９×９画素のサ
イズのマスクを有するラプラシアン・フィルタの係数マトリックスの例を示している。
図６Ａは、３×３画素のサイズのマスクを有するラプラシアン・フィルタ２２２の係数マ
トリックスの例を示している。図６Ｂは、５×５画素のサイズのマスクを有するラプラシ
アン・フィルタ２２２または２２４の係数マトリックスの例を示している。図６Ｃは、７
×７画素のサイズのマスクを有するラプラシアン・フィルタ２２２または２２４の係数マ
トリックスの例を示している。図６Ｄは、９×９画素のサイズのマスクを有するラプラシ
アン・フィルタ２２４の係数マトリックスの例を示している。その係数マトリックスは、
例示された値に限定されることなく、設計者またはユーザによって決定または選択するこ
とができる。
【００６９】
　図４および５において、視野角度０度から２画素分以上離れた領域において２０才の視
神経の刺激応答の強度の振幅は、６０才の観察者の刺激応答の強度の振幅の約１．６倍で
ある。また、２０才の観察者の視神経の刺激応答の強度のピーク－ピーク値は、６０才の
観察者の刺激応答の強度のピーク－ピーク値の約１．５倍である。従って、６０才の観察
者のエッジ強調の強度は、２０才の観察者のエッジ強度の約１．６倍以下であればよいと
考えられる。６０才の観察者のためのエッジ強調の振幅または大きさは、元の画層信号の
振幅の約０．６倍以下であることが望ましい。
【００７０】
　異なるサイズのマスクを有する複数のラプラシアン・フィルタ（２２２、２２４、等）
に対する視覚的に平均化された乗算係数αおよびβの中の最大の乗算係数の値は、エッジ
強調の強度または振幅が元の画像信号の強度または振幅の約０．６倍以下であるような値
であることが望ましい。マスクのサイズは、例えば、３×３画素、５×５画素、７×７画
素、９×９画素であってもよい。乗算係数βの数は、５×５画素以上のサイズのマスクを
有するラプラシアン・フィルタの数に等しい（β１、β２、．．．、βｎ）。視覚的に平
均化された乗算係数αおよびβ（β１、β２、．．．、βｎ）のいずれの値も、約０．６
以下であることが望ましい。エッジ強調に使用される異なるサイズのマスクを有する複数
のラプラシアン・フィルタ（２２２、２２４、等）の視覚的に平均化された乗算係数αお
よびβの総和（α＋β、またはα＋β１＋β２＋．．．＋βｎ）は、約０．６以下である
ことが好ましい。ラプラシアン・フィルタ（α、β、β１、β２、．．．、βｎ）の数は
、２乃至４個であることが好ましい。
【００７１】
　３×３画素のマスクのラプラシアン・フィルタ２２４について、視覚的に平均化された
乗算係数αは、例えば、約０．６乃至約０．２７、好ましくは約０．３３乃至約０．２７
であってもよい。
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【００７２】
　７×７画素のマスクのラプラシアン・フィルタ２２４について、視覚的に平均化された
乗算係数βは、例えば、約０．１乃至約０．０７、好ましくは約０．０９乃至約０．０７
であってもよい。この値（０．０９）は、７×７画素のマスクのラプラシアン・フィルタ
のエッジ強調のピーク値は中心から約２画素離れた位置においてエッジを表す原画像信号
の振幅の約７倍の振幅を有するので、エッジ強調の上限約０．６を約７で除算して（０．
６／７）求めた近似的な値である。
【００７３】
　５×５画素のマスクのラプラシアン・フィルタ２２４について、視覚的に平均化された
乗算係数βは、例えば、約０．２乃至約０．１であってもよい。９×９画素のマスクのラ
プラシアン・フィルタ２２４について、視覚的に平均化された乗算係数βは、例えば、約
０．０６乃至約０．０３であってもよい。
【００７４】
　図７は、実施形態による、複数の色成分用の時分割的なエッジ補正を行う機能を有する
情報処理装置１４および表示装置または表示器３００の概略的構成の例を示している。表
示装置３００は、例えば液晶表示装置であってもよい。
【００７５】
　図７の情報処理装置１４において、図１の制御部１００、制御部１０２、エッジ補正回
路２０３、およびフィールド・メモリ３１２だけが示されている。エッジ補正回路２０３
は、赤色成分用のエッジ補正回路２０３Ｒ、緑色成分用のエッジ補正回路２０３Ｇ、およ
び青色成分用のエッジ補正回路２０３Ｂを含んでいてもよい。エッジ補正回路２０３Ｒ、
２０３Ｇおよび２０３Ｂの各々は、対応する色成分について図１のエッジ補正回路２０３
と同様の構成を有していてもよい。代替形態として、エッジ補正回路２０３は、時分割的
に、エッジ補正回路２０３Ｒ、エッジ補正回路２０３Ｇおよびエッジ補正回路２０３Ｂと
して機能してもよい。
【００７６】
　フィールド・メモリ３１２は、赤色成分用のフィールド・メモリ３１２Ｒ、緑色成分用
のフィールド・メモリ３１２Ｇ、および青色成分用のフィールド・メモリ３１２Ｂを含ん
でいる。エッジ補正回路２０３Ｒの出力はフィールド・メモリ３１２Ｒに結合されている
。エッジ補正回路２０３Ｇの出力はフィールド・メモリ３１２Ｇに結合されている。エッ
ジ補正回路２０３Ｂの出力はフィールド・メモリ３１２Ｂに結合されている。フィールド
・メモリ３１２は、データ線２９２および表示用の出力端子４０４を介して、表示装置３
００の表示用の入力端子４１４に結合されている。
【００７７】
　表示装置３００は、ドライバ制御部３２０、例えば垂直走査用のゲート電極ドライバ３
３０、例えば水平走査用のソース電極ドライバ３４０、および液晶パネル３６０を含んで
いる。代替形態として、ゲート電極ドライバ３３０は水平走査用のドライバであってもよ
く、ソース電極ドライバ３４０は水平走査用のドライバであってもよい。情報処理装置１
４の制御部１００は、その表示制御用の出力端子４０２を介して、表示装置３００のドラ
イバ制御部３２０に結合され、ドライバ制御部３２０に制御信号を供給する。ドライバ制
御部３２０は、ゲート電極ドライバ３３０およびソース電極ドライバ３４０に制御線３２
２および３２４を介して結合されている。ドライバ制御部３２０は、その表示制御用の入
力端子４１２を介して受け取った制御部１００からの制御信号に従って、ゲート電極ドラ
イバ３３０およびソース電極ドライバ３４０に制御信号を供給する。
【００７８】
　エッジ補正回路２０３Ｒは、赤色成分について、元のフィールド画像Ｆｒ（ｍ）から、
エッジ強調されたフィールド画像Ｆｒｅ（ｍ）、および異なるエッジ強調されたフィール
ド画像Ｆｒｅ（ｍ）’を順次生成する。エッジ補正回路２０３Ｇは、緑色成分について、
元のフィールド画像Ｆｇ（ｍ）から、エッジ強調されたフィールド画像Ｆｇｅ（ｍ）、お
よび異なるエッジ強調されたフィールド画像Ｆｇｅ（ｍ）’を順次生成する。エッジ補正
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回路２０３Ｂは、青色成分について、元のフィールド画像Ｆｂ（ｍ）から、エッジ強調さ
れたフィールド画像Ｆｂｅ（ｍ）、および異なるエッジ強調されたフィールド画像Ｆｂｅ
（ｍ）’を順次生成する。
【００７９】
　ソース電極ドライバ３４０は、最初のサブフィールド期間ＳＦ１について、フィールド
・メモリ３１２Ｒ、３１２Ｇおよび３１２Ｂから表示制御用の入力端子４１４を介して、
３色成分の元のフィールド画像データＦｒ（ｍ）、Ｆｇ（ｍ）、Ｆｂ（ｍ）を受け取る。
次いで、ソース電極ドライバ３４０は、次のサブフィールド期間ＳＦ２について、フィー
ルド・メモリ３１２Ｒ、３１２Ｇおよび３１２Ｂから入力端子４１４を介して、３色成分
のエッジ強調されたフィールド画像データＦｒｅ（ｍ）、Ｆｇｅ（ｍ）、Ｆｂｅ（ｍ）を
受け取る。次いで、ソース電極ドライバ３４０は、次のサブフィールド期間ＳＦ３につい
て、フィールド・メモリ３１２Ｒ、３１２Ｇおよび３１２Ｂから入力端子４１４を介して
、３色成分の異なるエッジ強調されたフィールド画像データＦｒｅ（ｍ）’、Ｆｇｅ（ｍ
）’、Ｆｂｅ（ｍ）’を受け取る。
【００８０】
　一方、ゲート電極ドライバ３３０は、各サブフィールド期間ＳＦ１、ＳＦ２またはＳＦ
３について、走査パルスを垂直方向に配置された各表示用のゲート電極または表示電極３
５２に順次印加する。ソース電極ドライバ３４０は、各サブフィールド期間ＳＦ１、ＳＦ
２またはＳＦ３における各垂直走査パルスに対して、対応する水平１ライン分の３色成分
の画素（ピクセル）データを同時に表示用の１つのライン分のソース電極または表示電極
３６２に印加する。
【００８１】
　図８は、図７のソース電極ドライバ３４０の概略的構成の例を示している。ソース電極
ドライバ３４０は、レシーバ３４２、ラッチ３４４、ディジタル－アナログ変換器（ＤＡ
Ｃ）３４６、バッファ・メモリ３４８、およびスイッチング用のＦＥＴ群３５０を含んで
いる。ＦＥＴ群３５０は、赤色成分用の複数のＦＥＴ３５０Ｒ、緑色成分用の複数のＦＥ
Ｔ３５０Ｇ、および緑色成分用の複数のＦＥＴ３５０Ｂを含んでいる。ＦＥＴ群３５０の
各色成分毎に対応するＦＥＴ３５０Ｒ、３５０Ｇ、３５０Ｂが、制御線３２４を介したド
ライバ制御部３２０からの制御信号によって、それぞれオン・オフ制御される。
【００８２】
　図９は、図７の液晶パネル３６０の概略的構成の例を示している。液晶パネル３６０は
、縦横ｎ×ｍ個の液晶素子３７０に対して、行方向のｎ本のゲート電極３５２および列方
向のｍ本のソース電極３６２を含んでいる。
【００８３】
　ソース電極ドライバ３４０において、レシーバ３４２は、フィールド・メモリ３１２に
結合されていて、水平１ライン分の３色成分のディジタルのｍ個のピクセル・データを受
け取る。この場合、各ピクセルは、３色成分のサブピクセルを含んでいる。ラッチ３４４
は、レシーバ３４２から水平１ライン分の各色成分のディジタルの例えば６、７または８
ビットの３×ｍ個のサブピクセル・データをラッチする。ディジタル－アナログ変換器３
４６は、ラッチ３４４から３色成分のディジタルの３×ｍ個のサブピクセル・データを同
時に受け取って、それをアナログのサブピクセル電圧（値）に変換する。バッファ・メモ
リ３４８は、３色成分のアナログのサブピクセル電圧を一時的に保持する。スイッチング
用のＦＥＴ群３５０は、ドライバ制御部３２０からの制御信号に従って、バッファ・メモ
リ３４８からの３色成分のアナログのサブピクセル電圧の３×ｍ本の表示用のソース電極
３６２（３６２Ｒ、３６２Ｇ、３６２Ｂ）への供給をイネーブルしまたはディセーブルす
る。
【００８４】
　図１０は、図９のｎ本のゲート電極３５２とｍ本のソース電極３５２の交差部に結合さ
れたｎ×ｍ個のＦＥＴ３５４の一部の結合の例を示している。
　各ＦＥＴ３５４のゲートが結合されたゲート電極ＧＴｊ（ｊ＝１～ｎ）は、ゲート電極
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ドライバ３３０の出力に結合されている。各ＦＥＴ３５４のソースが結合されたソース電
極Ｒｉ、Ｇｉ、Ｂｉ（ｉ＝１～ｍ）は、ソース電極ドライバ３４０の出力に結合されてい
る。各ＦＥＴ３５４のドレインは、等価的な液晶素子容量Ｃ１の一端と等価的な液晶表示
パネル寄生容量Ｃ２の一端とに並列に結合されている、と仮定することができる。この場
合、液晶素子容量Ｃ１の他端と液晶表示パネル寄生容量Ｃ２の他端は接地点ＧＮＤに結合
されている。
【００８５】
　図２Ｂ～２Ｄに示されているように、制御部１０２は、通常、元の３色成分のフィール
ド画像Ｆｒ（ｍ）、Ｆｂ（ｍ）、Ｆｇ（ｍ）をエッジ補正回路２０３に供給して、エッジ
補正処理を行わせる。エッジ補正回路２０３は、３色成分について、元のフィールド画像
データＦｒ（ｍ）、Ｆｂ（ｍ）、Ｆｇ（ｍ）を供給し、次いでエッジ強調済みフィールド
画像データＦｂｅ（ｍ）、Ｆｂｅ（ｍ）、Ｆｇｅ（ｍ）、次いで異なるエッジ強調済みフ
ィールド画像データＦｂｅ（ｍ）’、Ｆｂｅ（ｍ）’、Ｆｇｅ（ｍ）’を生成する。エッ
ジ補正回路２０３は、それらのフィールド画像データをフィールド・メモリ３１２に格納
する。
【００８６】
　最初のサブフィールド期間ＳＦ１について、ドライバ制御部３２０は、元のフィールド
画像データＦｒ（ｍ）、Ｆｂ（ｍ）、Ｆｇ（ｍ）をフィールド・メモリ３１２からソース
電極ドライバ３２０に供給する。次のサブフィールド期間ＳＦ２について、ドライバ制御
部３２０は、エッジ強調済みフィールド画像Ｆｂｅ（ｍ）、Ｆｂｅ（ｍ）、Ｆｇｅ（ｍ）
をフィールド・メモリ３１２からソース電極ドライバ３２０に供給する。次のサブフィー
ルド期間ＳＦ３について、ドライバ制御部３２０は、異なるエッジ強調済みフィールド画
像Ｆｂｅ（ｍ）’、Ｆｂｅ（ｍ）’、Ｆｇｅ（ｍ）’をフィールド・メモリ３１２からソ
ース電極ドライバ３２０に供給する。
【００８７】
　サブフィールド期間ＳＦ１において、ゲート電極ドライバ３３０は、垂直走査パルス電
圧ＰＧｊをゲート電極３５２（ＧＴ１～ＧＴｎ）に順次印加する。各ゲート電極３５２に
各走査パルス電圧ＰＧｊが印加されている間に、ソース電極ドライバ３４０は、フィール
ド画像Ｆｂ（ｍ）、Ｆｂ（ｍ）、Ｆｇ（ｍ）の各行の３色成分の全列のサブピクセルのレ
ベルを表す高さのパルス電圧ＰＲｉ、ＰＧｉ、ＰＢｉを対応する表示用のソース電極３６
２（Ｒ１～Ｒｍ、Ｇ１～Ｇｍ、Ｂ１～Ｂｍ）に印加する。それによって、液晶素子容量Ｃ
１およびパネル寄生容量Ｃ２に、各サブピクセル・レベルに対応する量の電荷が蓄積され
る。それによって、各液晶素子３７０の透過度が、変化しまたは決定される。
【００８８】
　サブフィールド期間ＳＦ２において、ゲート電極ドライバ３３０は、垂直走査パルス電
圧ＰＧｊをゲート電極３５２（ＧＴ１～ＧＴｎ）に順次印加する。各ゲート電極３５２に
各走査パルス電圧ＰＧｊが印加されている間に、ソース電極ドライバ３４０は、フィール
ド画像Ｆｂｅ（ｍ）、Ｆｂｅ（ｍ）、Ｆｇｅ（ｍ）の各行の３色成分の全列のサブピクセ
ルのパルス電圧ＰＲｉ、ＰＧｉ、ＰＢｉをソース電極３６２（Ｒ１～Ｒｍ、Ｇ１～Ｇｍ、
Ｂ１～Ｂｍ）に印加する。それによって、液晶素子容量Ｃ１およびパネル寄生容量Ｃ２に
、各サブピクセル・レベルに対応する量の電荷が蓄積される。それによって、各液晶素子
３７０の透過度が、変化しまたは決定される。
【００８９】
　サブフィールド期間ＳＦ３において、ゲート電極ドライバ３３０は、垂直走査パルス電
圧ＰＧｊをゲート電極３５２（ＧＴ１～ＧＴｎ）に順次印加する。各ゲート電極３５２に
各走査パルス電圧ＰＧｊが印加されている間に、ソース電極ドライバ３４０は、フィール
ド画像Ｆｂｅ（ｍ）’、Ｆｂｅ（ｍ）’、Ｆｇｅ（ｍ）’の各行の３色成分の全列のサブ
ピクセルのパルス電圧ＰＲｉ、ＰＧｉ、ＰＢｉをソース電極３６２（Ｒ１～Ｒｍ、Ｇ１～
Ｇｍ、Ｂ１～Ｂｍ）に印加する。それによって、液晶素子容量Ｃ１およびパネル寄生容量
Ｃ２に、各サブピクセル・レベルに対応する量の電荷が蓄積される。それによって、各液
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晶素子３７０の透過度が、変化しまたは決定される。
【００９０】
　発明者は、各色成分、例えば赤色成分について、異なるフィールド画像Ｆｒ（ｍ）、Ｆ
ｒｅ（ｍ）、Ｆｒｅ（ｍ）’を順次表示させると、連続するサブフィールド期間の間で液
晶素子容量Ｃ１とパネル寄生容量Ｃ２に蓄積される電荷が変化し、ソース電極ドライバ３
４０が余分に電力を消費する、と認識した。一方、発明者は、例えば青色成分のエッジ強
調と比較すると、他の色成分、例えば赤色および緑色成分のエッジ強調について、高齢者
の視覚特性に対する改善効果は相対的に低く、例えば青色成分についてだけエッジ強調を
行っても充分な改善効果が得られる、と認識した。また、発明者は、或る色成分、例えば
赤色について、複数サブフィールド期間にわたって同じフィールド画像Ｆｒ（ｍ）を連続
的に表示させると、隣接のサブフィールド期間の間で液晶素子容量Ｃ１とパネル寄生容量
Ｃ２の電荷が変化せず、ソース電極ドライバ３４０からソース電極３６２に供給される電
力が低減できる、と認識した。
【００９１】
　図１１Ａは、元のフィールド画像Ｆ（ｍ）、Ｆ（ｍ＋１）、Ｆ（ｍ＋２）、．．．の時
間的順序の例を示している。図１１Ｂ～１１Ｄは、図１および７～１０の実施形態におけ
るエッジ補正回路２０３によって供給される高齢者用の各色成分の画像信号の時分割フィ
ールドの時間的順序の例を示している。
【００９２】
　図１１Ｄを参照すると、表示装置３００によって、青色成分について、最初のサブフィ
ールド期間ＳＦ１において、元のフィールド画像Ｆｂ（ｍ）が表示される。表示装置３０
０によって、青色について、次のサブフィールド期間ＳＦ２において、エッジ強調された
フィールドＦｂｅ（ｍ）が表示され、次のサブフィールド期間ＳＦ３において、異なるエ
ッジ強調されたフィールドＦｂｅ（ｍ）’が表示される。それと並行して、図１１Ｂを参
照すると、表示装置３００によって、赤色について、３つのサブフィールド期間ＳＦ１、
ＳＦ２、ＳＦ３にわたって、元のフィールド画像Ｆｒ（ｍ）が連続して表示される。それ
と並行して、図１１Ｄを参照すると、表示装置３００によって、３つのサブフィールド期
間ＳＦ１、ＳＦ２、ＳＦ３にわたって、緑色について、元のフィールド画像Ｆｇ（ｍ）が
連続して表示される。
【００９３】
　青色成分について、表示装置３００によって元のフィールド画像Ｆｂ（ｍ）と、エッジ
強調されたフィールドＦｂｅ（ｍ）、Ｆｂｅ（ｍ）’を連続するサブフィールド期間に順
次表示させることによって、図１０の液晶素子容量Ｃ１とパネル寄生容量Ｃ２に蓄積され
る電荷が変化する。ソース電極ドライバ３４０から表示用のソース電極３６２に、その電
荷の変化分およびリークによる自然減少分の電荷に対応した電力が供給される。
【００９４】
　赤色または緑色成分について、表示装置３００によって元のフィールド画像Ｆｒ（ｍ）
、Ｆｇ（ｍ）を連続するサブフィールド期間に繰り返し表示させる。それによって、図１
０の液晶素子容量Ｃ１とパネル寄生容量Ｃ２に蓄積される電荷はほとんど変化しない。そ
れによって、ソース電極ドライバ３４０から表示用のソース電極３６２に供給される電力
の消費が抑制される。最初のサブフィールド期間ＳＦ１においてソース電極ドライバ３４
０によってソース電極３６２を介して液晶素子容量Ｃ１とパネル寄生容量Ｃ２に印加され
て蓄積された電荷は、後続のサブフィールド期間ＳＦ２、ＳＦ３において、僅かに（例、
数％、約５％程度）減少するだけで、ほぼそのまま残存する。ソース電極ドライバ３４０
からソース電極３６２に、その電荷の自然減少分の電荷に対応した電力だけが供給される
。従って、赤色または緑色成分について、後続のサブフィールド期間ＳＦ２、ＳＦ３にお
いて、ソース電極ドライバ３４０によって、サブフィールド期間ＳＦ１におけるパルス電
圧ＰＲｉ、ＰＧｉと同じ電圧を繰り返しソース電極３６２に印加しなくてもよい。それに
よって赤色または緑色成分の画像の品質に与える影響は僅かである。
【００９５】
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　図１２Ａは、連続するサブフィールド期間ＳＦ１～ＳＦ３においてゲート電極ドライバ
３３０によってゲート電極ＧＴ１～ＧＴｎに印加されるパルス電圧ＰＧｊ（ＰＧ１～ＰＧ
ｎ）の例を示している。図１２Ｂ～１２Ｄは、連続するサブフィールド期間ＳＦ１～ＳＦ
３においてソース電極ドライバ３４０によってソース電極Ｒｉ（Ｒ１～Ｒｍ）、Ｇｉ（Ｇ
１～Ｇｍ）、Ｂｉ（Ｂ１～Ｂｍ）に印加される表示用のパルス電圧ＰＲｉ（ＰＲ１～ＰＲ
ｍ）、ＰＧｉ（ＰＧ１～ＰＧｍ）、ＰＢｉ（ＰＢ１～ＰＢｍ）の例を示している。
　図１２Ｂ～１２Ｄにおいて、各パルス電圧ＰＲｉ、ＰＧｉ、ＰＢｉの値は各サブピクセ
ルのレベルを表す可変値である。
【００９６】
　図１２Ｂおよび１２Ｃにおいて、赤色および緑色成分について、元のフィールド画像Ｆ
ｒ（ｍ）、Ｆｇ（ｍ）を連続するサブフィールド期間ＳＦ１～ＳＦ３中の最初のサブフィ
ールド期間ＳＦ１だけ、ソース電極３５２（Ｒｉ、Ｇｉ）に対応するパルス電圧ＰＲｉ、
ＰＧｉを印加する。後続のサブフィールド期間ＳＦ２、ＳＦ３では、赤色および緑色成分
について、ドライバ制御部３２０は、制御部１００の制御の下で、パルス電圧を印加する
ことなく、ソース電極ドライバ３４０の出力をハイインピーダンス状態に保持する。それ
によって、液晶素子容量Ｃ１およびパネル寄生容量Ｃ２に蓄積される電荷はほとんど変化
せず、ソース電極ドライバ３４０からソース電極３６２を介したソース電極３５２（Ｒｉ
、Ｇｉ）への電力供給が抑制される。
【００９７】
　後続のサブフィールド期間ＳＦ２、ＳＦ３では、ソース電極ドライバ３４０は、制御部
３２０の制御の下で、ソース電極ドライバ３４０の出力をハイインピーダンス状態に保持
し、従って赤色および緑色（Ｒ１～Ｒｍ、Ｇ１～Ｇｍ）用のＦＥＴ群３５０をターンオフ
状態に制御する。
【００９８】
　従って、制御部１０２は、最初のサブフィールド期間ＳＦ１においてだけ、エッジ補正
回路２０３のエッジ補正回路２０３Ｒおよび２０３Ｇをイネーブル（付勢、可動化）して
、元のフィールド画像データＦｒ（ｍ）、Ｆｇ（ｍ）を供給させればよい。また、制御部
１０２は、後続のサブフィールド期間ＳＦ２、ＳＦ３において、エッジ補正回路２０３Ｒ
および２０３Ｇをディセーブル（消勢、非可動化、停止）すればよい。それによって、エ
ッジ補正回路２０３Ｒおよび２０３Ｇの電力の消費が抑制される。
【００９９】
　それによって、エッジ補正表示のための電力の消費を抑制しつつ、高齢の観察者にとっ
て充分なエッジ補正効果が得られる。若年者または正常な視覚特性を有する観察者に対し
ては、エッジ補正しなくてもよく、例えば、青色成分についても、他の色成分と同様の形
態でフィールド画像を表示してもよい。
【０１００】
　図１３は、図１の実施形態の変形であり、別の実施形態による、時分割的なエッジ補正
を行う機能を有する情報処理装置１６の概略的構成の例を示している。この場合、元のフ
ィールド画像から、重畳的に異なるエッジ強調の組み合わせによってエッジ強調されたフ
ィールド画像が生成される。この場合、図７において、図１の情報処理装置１４およびエ
ッジ補正回路２０３（２０３Ｒ、２０３Ｇ、２０３Ｂ）の代わりに、それぞれ図１３の情
報処理装置１６およびエッジ補正回路２０６（２０６Ｒ、２０６Ｇ、２０６Ｂ）が用いら
れる。
【０１０１】
　情報処理装置１６は、画像処理部の一部としてのエッジ補正回路又はエッジ強調回路２
０６を含んでいる。情報処理装置１６のその他の構成は、図１の情報処理装置１４のもの
と同様である。図７において、エッジ補正回路２０６は、赤色成分用のエッジ補正回路２
０６Ｒ、緑色成分用のエッジ補正回路２０６Ｇ、および青色成分用のエッジ補正回路２０
６Ｂを含んでいてもよい。エッジ補正回路２０６Ｒ、２０６Ｇおよび２０６Ｂの各々は、
対応する色成分について図１３のエッジ補正回路２０６と同様の構成を有していてもよい
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。代替形態として、エッジ補正回路２０６は、時分割的に、エッジ補正回路２０６Ｒ、エ
ッジ補正回路２０６Ｇおよびエッジ補正回路２０６Ｂとして機能してもよい。
【０１０２】
　エッジ補正回路２０６は、３つの色成分または各色成分について、図１の要素２１２、
２２２、２２４、２４２、２４４、２６２、２６４、および２８２に加えて、加算器また
は総和器（Σ）２７２、およびマルチプレクサまたはセレクタ２８２を含んでいる。エッ
ジ補正回路２０６において、図１のマルチプレクサまたはセレクタ２７８は使用されない
。
【０１０３】
　エッジ補正回路２０６において、乗算器２６２および２６４の出力は加算器２７２のそ
れぞれの入力に結合されている。フィールド・メモリ２１２は、加算器２７２の別の入力
に結合されている。
【０１０４】
　加算器２７２の出力はマルチプレクサ２８２の１つの入力に結合されている。フィール
ド・メモリ２１２はマルチプレクサ２８２の別の入力にも結合されている。マルチプレク
サ２８２の出力はフィールド・メモリ３１２に結合されている。
【０１０５】
　加算器２７２は、フィールド期間Ｆ（ｍ）に、各同じ色成分について、乗算器２６２お
よび２６４の出力およびフィールド・メモリ２１２から供給された対応する画素位置の３
つの画素データを加算して、異なるエッジ強調の組み合わせでエッジ強調された画素デー
タを生成する。加算器２７２は、そのエッジ強調された画素データをマルチプレクサ２８
２の１つの入力に供給する。
【０１０６】
　制御部１０２は、フィールド期間Ｆ（ｍ）に、各同じ色成分について、フィールド・メ
モリ２１２からの元の画像信号のフィールドをマルチプレクサ２８２の別の入力に供給す
る。マルチプレクサ２８２は、加算器２７２の出力からのエッジ強調された画像信号のフ
ィールドと、フィールド・メモリ２１２からの元の画像信号のフィールドとを交互に選択
して、フィールド・メモリ３１２に供給する。エッジ補正回路２０６のその他の構成およ
び動作は、図１のエッジ補正回路２０３のものと同様である。
【０１０７】
　表示装置３００は、フィールド・メモリ３１２からの画像信号の交互のフィールドに従
って、高齢者により適した形態でエッジ補正されたそのフィールド画像を表示する。その
結果、元のフィールド画像と、ラプラシアン・フィルタ２２２および２２４によってエッ
ジ強調されたフィールド画像とが時分割的に交互に表示される。それによって、人の脳で
視覚的に合成された時分割の画像は、高齢者により適した形態のものとなる。時分割的な
エッジ補正を行うことによって、画像処理において画像の或る色成分に対してだけ追加的
なエッジ補正を施すことができ、追加的な処理負荷を小さくすることができる。
【０１０８】
　図１４Ａは、元のフィールド画像Ｆ（ｍ）、Ｆ（ｍ＋１）、Ｆ（ｍ＋２）、．．．の時
間的順序の例を示している。図１４Ｂ～１４Ｄは、図１３および７～１０の実施形態にお
けるエッジ補正回路２０６によって供給される各色成分の画像信号の時分割フィールドの
時間的順序の別の例を示している。
【０１０９】
　図１４Ｄにおいて、青色成分について、最初のサブフィールド期間ＳＦ１において、元
のフィールド画像Ｆｂ（ｍ）が表示される。表示装置３００によって、青色について、次
のサブフィールド期間ＳＦ２において、異なるエッジ強調の組み合わせでエッジ強調され
たフィールドＦｂｅ（ｍ）が表示される。それと並行して、図１４Ｂにおいて、表示装置
３００によって、赤色について、２つのサブフィールド期間ＳＦ１、ＳＦ２にわたって、
元のフィールド画像Ｆｒ（ｍ）が連続して表示される。それと並行して、図１４Ｄにおい
て、表示装置３００によって、２つのサブフィールド期間ＳＦ１、ＳＦ２にわたって、緑
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色について、元のフィールド画像Ｆｇ（ｍ）が連続して表示される。
【０１１０】
　青色成分について、表示装置３００によって元のフィールド画像Ｆｂ（ｍ）と、エッジ
強調されたフィールドＦｂｅ（ｍ）を連続するサブフィールド期間に順次表示させること
によって、図１０の液晶素子容量Ｃ１とパネル寄生容量Ｃ２に蓄積される電荷が変化する
。ソース電極ドライバ３４０からソース電極３６２に、その電荷の変化分およびリークに
よる自然減少分の電荷に対応した電力が供給される。
【０１１１】
　図２Ｂおよび２Ｃの場合と同様に、赤色または緑色成分について、表示装置３００によ
って元のフィールド画像Ｆｒ（ｍ）、Ｆｇ（ｍ）を連続するサブフィールド期間ＳＦ１、
ＳＦ２に繰り返し表示させる。それによって、図１０の液晶素子容量Ｃ１とパネル寄生容
量Ｃ２に蓄積される電荷はほとんど変化しない。それによって、ソース電極ドライバ３４
０からソース電極３６２に供給される電力の消費が抑制される。最初のサブフィールド期
間ＳＦ１においてソース電極ドライバ３４０によってソース電極３６２を介して液晶素子
容量Ｃ１とパネル寄生容量Ｃ２に印加されて蓄積された電荷は、後続のサブフィールド期
間ＳＦ２において、僅かに（例、数％、約５％程度）減少するだけで、ほぼそのまま残存
する。ソース電極ドライバ３４０からソース電極３６２に、その電荷の自然減少分の電荷
に対応した電力だけが供給される。従って、赤色または緑色成分について、後続のサブフ
ィールド期間ＳＦ２において、ソース電極ドライバ３４０によって、サブフィールド期間
ＳＦ１におけるパルス電圧と同じ電圧を繰り返しソース電極３６２に印加しなくてもよい
。それによって赤色または緑色成分の画像の品質に与える影響は僅かである。
【０１１２】
　図１５Ａは、連続するサブフィールド期間ＳＦ１、ＳＦ２においてゲート電極ドライバ
３３０によってゲート電極ＧＴ１～ＧＴｎに印加されるパルス電圧ＰＧｊ（ＰＧ１～ＰＧ
ｎ）の例を示している。図１５Ｂ～１５Ｄは、連続するサブフィールド期間ＳＦ１、ＳＦ
２においてソース電極ドライバ３４０によってソース電極Ｒｉ（Ｒ１～Ｒｍ）、Ｇｉ（Ｇ
１～Ｇｍ）、Ｂｉ（Ｂ１～Ｂｍ）に印加されるパルス電圧ＰＲｉ（ＰＲ１～ＰＲｍ）、Ｐ
Ｇｉ（ＰＧ１～ＰＧｍ）、ＰＢｉ（ＰＢ１～ＰＢｍ）の例を示している。
　図１５Ｂ～１５Ｄにおいて、各パルス電圧ＰＲｉ、ＰＧｉ、ＰＢｉの値は各サブピクセ
ルを表す可変値である。
【０１１３】
　図１５Ｂおよび１５Ｃにおいて、赤色および緑色成分について、元のフィールド画像Ｆ
ｒ（ｍ）、Ｆｇ（ｍ）を連続するサブフィールド期間ＳＦ１、ＳＦ２の最初のサブフィー
ルド期間ＳＦ１だけ、ソース電極３５２（Ｒｉ、Ｇｉ）に対応するパルス電圧ＰＲｉ、Ｐ
Ｇｉを印加する。後続のサブフィールド期間ＳＦ２では、赤色および緑色成分について、
ドライバ制御部３２０は、制御部１００の制御の下で、パルス電圧を印加することなく、
ソース電極ドライバ３４０の出力をハイインピーダンス状態に保持する。それによって、
液晶素子容量Ｃ１およびパネル寄生容量Ｃ２に蓄積される電荷はほとんど変化せず、ソー
ス電極ドライバ３４０からソース電極３６２を介したソース電極３５２（Ｒｉ、Ｇｉ）へ
の電力供給が抑制される。
【０１１４】
　後続のサブフィールド期間ＳＦ２では、ソース電極ドライバ３４０は、制御部３２０の
制御の下で、ソース電極ドライバ３４０の出力をハイインピーダンス状態に保持し、従っ
て赤色および緑色（Ｒ１～Ｒｍ、Ｇ１～Ｇｍ）用のＦＥＴ群３５０をターンオフ状態に制
御する。
【０１１５】
　従って、制御部１０２は、最初のサブフィールド期間ＳＦ１においてだけ、エッジ補正
回路２０３のエッジ補正回路２０３Ｒおよび２０３Ｇをイネーブルして、元のフィールド
画像データを供給させればよい。また、制御部１０２は、後続のサブフィールド期間ＳＦ
２において、エッジ補正回路２０３Ｒおよび２０３Ｇをディセーブルすればよい。それに
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よって、エッジ補正回路２０３Ｒおよび２０３Ｇの電力の消費が抑制される。
【０１１６】
　それによって、エッジ補正表示のための電力の消費を抑制しつつ、高齢の観察者にとっ
て充分なエッジ補正が得られる。若年者または正常な視覚特性を有する観察者に対しては
、エッジ補正しなくてもよく、例えば、青色成分についても、他の色成分と同様の形態で
フィールド画像を表示してもよい。
【０１１７】
　以上、特に例えば高齢者のような青色に対する識別力の低い視覚特性を持つユーザにつ
いて説明したが、上述の実施形態は、他の色成分に対して識別力の低い視覚特性を持つユ
ーザに対して他の色成分に適用することもできる。
【０１１８】
　ここで挙げた全ての例および条件的表現は、発明者が技術促進に貢献した発明および概
念を読者が理解するのを助けるためのものであり、ここで具体的に挙げたそのような例お
よび条件に限定することなく解釈され、また、明細書におけるそのような例の編成は本発
明の優劣を示すこととは関係ない、と理解される。本発明の実施形態を詳細に説明したが
、本発明の精神および範囲から逸脱することなく、それに対して種々の変更、置換および
変形を施すことができる、と理解される。
【０１１９】
　以上の実施例を含む実施形態に関して、さらに以下の付記を開示する。
（付記１）　制御部が、
　連続的な複数の期間を含む１つのフィールド期間における前記複数の期間の中の第１の
期間に、複数の色成分の中の第１の色成分の第１の元の画像信号を表示用の出力端子に供
給し、
　前記複数の期間における第２の期間に、前記第１の元の画像信号をエッジ補正した補正
画像信号を前記表示用の出力端子に供給し、
　前記第１の期間に、前記複数の色成分の中の第２の色成分の第２の元の画像信号と、前
記複数の色成分の中の第３の色成分の第３の元の画像信号とを前記表示用の出力端子に供
給し、
　前記第２の期間において、前記複数の色成分の中の前記第２と第３の色成分の画像信号
の供給を抑制すること
を特徴とする、画像信号処理装置における画像信号処理方法。
（付記２）　前記制御部が、さらに、前記第２の期間において、前記表示用の出力端子に
結合される表示装置における前記第２と第３の色成分の画像信号用の表示電極への信号路
のインピーダンスを高くする制御信号を、前記表示装置を制御するための出力端子に供給
することを特徴とする、付記１に記載の画像処理装置。
（付記３）　前記制御部が、さらに、
　第１の画像処理部をイネーブルして前記第１の画像処理部から前記第１の元の画像信号
と前記元の画像信号を受け取り、
　第２の画像処理部をイネーブルして前記第２の画像処理部から前記第２の元の画像信号
を受け取り、前記第２の画像処理部が前記第２の元の画像信号を生成しないとき前記第２
の画像処理部をディセーブルし、
　第３の画像処理部をイネーブルして前記第３の画像処理部から前記第３の元の画像信号
を受け取り、前記第３の画像処理部が前記第３の元の画像信号を生成しないとき前記第３
の画像処理部をディセーブルすること、
を特徴とする、付記１または２に記載の画像信号処理方法。
（付記４）　前記制御部が、さらに、前記複数の期間における第３の期間に、前記第１の
元の画像信号をエッジ補正した別の補正画像信号を前記表示用の出力端子に供給し、前記
複数の色成分の中の前記第２と第３の色成分の画像信号の供給を抑制することを特徴とす
る、付記１乃至３のいずれかに記載の画像信号処理方法。
（付記５）　画像処理部と、
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　表示用の出力端子と、
　連続的な複数の期間を含む１つのフィールド期間における前記複数の期間の中の第１の
期間に、複数の色成分の中の第１の色成分の第１の元の画像信号を前記画像処理部から受
け取って前記表示用の出力端子に供給し、前記複数の期間における第２の期間に、前記第
１の元の画像信号をエッジ補正した補正画像信号を前記画像処理部から受け取って前記表
示用の出力端子に供給し、前記第１の期間に、前記複数の色成分の中の第２の色成分の第
２の元の画像信号を前記画像処理部と、前記複数の色成分の中の第３の色成分の第３の元
の画像信号とを前記画像処理部から受け取って前記表示用の出力端子に供給し、前記第２
の期間において、前記複数の色成分の中の前記第２と第３の色成分の画像信号の供給を抑
制する制御部と、
を含むことを特徴とする、情報処理装置。
（付記６）　前記情報処理装置はさらに制御用の出力端子を含み、前記表示用の出力端子
は表示装置に結合され、
　前記制御部が、さらに、前記第２の期間において、前記表示装置における前記第２と第
３の色成分の画像信号用の表示電極への電極ドライバの信号路のインピーダンスを高くす
る制御信号を前記制御用の出力端子に供給することを特徴とする、付記５に記載の情報処
理装置。
（付記７）　前記画像処理部は、さらに、第１、第２および第３の画像処理部を含み、
　前記制御部が、さらに、
　前記第１の画像処理部をイネーブルして前記第１の画像処理部から前記第１の元の画像
信号と前記元の画像信号を受け取り、
　前記第２の画像処理部をイネーブルして前記第２の画像処理部から前記第２の元の画像
信号を受け取り、前記第２の画像処理部が前記第２の元の画像信号を生成しないとき前記
第２の画像処理部をディセーブルし、
　前記第３の画像処理部をイネーブルして前記第３の画像処理部から前記第３の元の画像
信号を受け取り、前記第３の画像処理部が前記第３の元の画像信号を生成しないとき前記
第３の画像処理部をディセーブルすること、
を特徴とする、付記５または６に記載の情報処理装置。
（付記８）　前記制御部が、さらに、前記複数の期間における第３の期間に、前記第１の
元の画像信号をエッジ補正した別の補正画像信号を前記画像処理部から受け取って前記表
示用の出力端子に供給し、前記複数の色成分の中の前記第２と第３の色成分の画像信号の
供給を抑制することを特徴とする、付記５乃至７のいずれかに記載の情報処理装置。
【符号の説明】
【０１２０】
　１４、１６　情報処理装置
　１００、１０２　制御部
　２０３、２０６　エッジ補正回路
　２１２、３１２　フィールド・メモリ
　２２２、２２４　ラプラシアン・フィルタ
　２４２、２４４　フィールド・メモリまたは複数ライン・メモリ
　２６２、２６４　乗算器
　２７８、２８２　マルチプレクサまたはセレクタ
　２８０、２７２　加算器または総和器
　４０２　表示制御用の出力端子
　４０４　表示用の出力端子
　３００　表示装置
　３２０　ドライバ制御部
　３３０　ゲート電極ドライバ
　３４０　ソース電極ドライバ
　３６０　液晶パネル
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　４１２　表示制御用の入力端子
　４１４　表示用の入力端子
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